


























































































(1)自学主義の根底 (樋口長市) (2)自動主義の教育 (河野清九)(3)自由教育の真髄 (手
塚岸衛)(4)衝動皆満足と倉J造教育 (千葉命吉)(5)真実の倉J造教育 (稲毛註風)(6)動的



















































































































































































































































































































































































































































































































1    16)l―)「体育研究」大正10年,第29号,p.13～20,口同誌,大正10年,第31号,p.2～8,に)
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